
ロータリー平和フェローシップ委員会

～平和実現のための人材育成プログラム～



はじめに

ポール・ハリスは二度の世界大戦の中を生き、世界
平和の難しさを痛感し、生涯、強く平和を希求した
ロータリアン

ポール没後５０周年記念に平和貢献の構想が立ち上
がり、２００２年に「ロータリー平和センター」 創
設されました。

ロータリー平和センターで平和構築と紛争解決の

ためのリーダーや推進者となる人材の育成

ロータリー平和センターは2年間の修士課程と1年間
の専門能力開発修了証プログラムで構成



ロータリー平和センター

 修士号プログラム（2年間） ＊世界で年間50名選抜 （各10名×5校）

関連分野の3年以上の職歴などの条件

15～24カ月 ＊フェローが選んだ2～3カ月の実地研修を含む

・デューク大学／ノースカロライナ大学チェペルヒル校 （アメリカ）

研究分野：国際開発政策

・ブラッドフォード大学 （イギリス）

研究分野：平和、紛争解決、開発に関連する研究

・ウプセラ大学 （スウェーデン）

研究分野：社会科学 紛争の根源とその解決策の分析

・クイーンズランド大学 （オーストラリア）

研究分野：政治・国際関係学

・国際基督教大学 （日本）

研究分野：公共政策、社会研究専攻科で平和研究



ロータリー平和センター

 専門能力開発修了証プログラム（1年間） 年間８０名まで

関連分野の５年以上の職歴などの条件

・マケレレ大学 （ウガンダ）

アフリカ①出身 ②仕事経験あり ③地域社会で活動経験

④アフリカ大陸外でのアフリカ関連の取り組みに関わったことがある

⑤アフリカでの平和構築アプローチについて非常に強い関心がある

・バーチェシェヒル大学 （トルコ）

中東または北アフリカ①出身 ②働いたことがある

③他の地域で中東・北アフリカ関連のコミュニティで活動したことがある

④この地域での平和構築アプローチについて非常に強い関心がある

・シンビオシス国際大学 （インド）

アジア①出身 ②仕事経験あり

③他の地域でアジア関連の取り組みに関わったことがある

④アジアでの平和構築アプローチについて非常に強い関心がある





ホストエリア協議会

 国際基督教大学に近い7つの地区と国際基督教大学平和セン
ターがロータリー平和センターや平和フェローのサポートを
します。

 ホストエリアから平和フェローのカウンセラーを選出

ホストエリア協議会構成地区

東京2地区 2580地区・2750地区

神奈川2地区 2590地区・2780地区

埼玉2地区 2570地区・ 2770地区

千葉 2790地区



カウンセラーの役割

第Ⅰ、フェローの奨学金受領期間以前

フェローと連絡を行い、日本への到着便等の確認

第Ⅱ、フェローが到着した後

 フェローの到着に合わせて空港に迎えに行き、住居まで送る

 フェローが住居の賃貸契約や携帯電話等のサポートを行う。

第Ⅲ、奨学金受領期間中

 フェローーにとっては学業が第一であることを忘れないことが肝要である。

 ロータリー平和フェローが親善使節としての目標を達成するのを助ける。

 職業や研究の興味分野に関心を示すであろうホスト地域の人々にフェローを紹介
する。

第Ⅳ、奨学金受領期間終了時

⚫ 卒業後はR財団学友として、その経験と専門知識をもってロータリーに協力を



平和を目指して（１）

 紛争により、インフラが崩壊し、人々の日常が崩れ、教育が中
断される→紛争を防ぐ：国際機関や法的制度、研究＆普及

 紛争が起きた場合→多くの国内難民や国外難民への支援
（UNHCRやNGO）→破壊されたインフラや基本ニーズや経済
活動等の復興に向けて

 紛争の中断や停戦→仲介国家や機関、国際的監視団（軍人等）

 平和フェロー（卒業生1,800人）の卒業後の進路： NGO等の
非政府機関（24％）研究・教育（18％）、政府機関（12％）、
国際機関（12％）、コンサル（7％）、警察・軍（6％）、ビ
ジネス（５％）、法律（３％）その他（13％）



平和を目指して（２）

 緒方貞子元JICA理事長（ロータリー 国際親善奨学生）の「人
間の安全保障」では、国家による法や政治に加えて、市民社会
や企業などのアクターが社会に対する責任を意識した活動が、
「一人一人の生命と尊厳」導く

 緒方貞子は、国連難民高等弁務官（UNHCR）として、紛争地
での難民保護に精力的に活動し、「人間の安全保障」も骨格で
ある「恐怖からの自由」と「欠乏からの自由」の考えを定着さ
せた

 ロータリーの基本的理念であるEDIや多様性は市民社会におい
て、重要な考えではないか？また、日々の職業奉仕や社会奉仕
も重要



2026-27年度 第2790地区
ロータリー平和フェローシップ委員会

 委員会メンバー

委員長 渡辺淳一（鴨川RC）

副委員長 熊澤紳行（市川RC）

委 員 岩佐祥一（流山中央RC）

委 員 野口雅子（東金RC）

委 員 杉浦弘明（松戸RC）

 カウンセラー

野口雅子（東金RC）

熊澤紳行（市川RC）
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